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MAXI/GSCとRXTE/ASMの 24年間の観測データを用いて、GRS 1915+105のX線光度曲線と時間変動性
を調べた。その結果、GRS 1915+105は数ヶ月から数年の時間尺度で継続する複数の特有状態を遷移することが
わかった。本講演では、GRS 1915+105の特有の状態とX線放射機構、状態遷移について発表を行う。
　「MAXI/GSCと Swift/BATを用いたマイクロクエーサー GRS 1915+105の長期間の状態遷移の解析」の題
で行った 2019年春季年会の講演では、MAXI/GSCと Swift/BATの 10年間（2009年 8月から 2019年 5月）の
観測データを用いることで色強度図上でGRS 1915+105を 3種類の Branchに分類できること。さらに、その色
強度図上の特徴から 3種類の Branchを Diagonal Branch、Soft Branch、Faint Branchと名付け、各 Branchに
対してX線放射機構の考察を行った。本研究でそれに加えてRXTE/ASMの観測データ（1996年 1月から 2011
年 10月）を用いて対象期間を 24年間に拡張した研究である。


